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ビスフェノール B（CAS no. 77-40-7） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

○ ○ － ○ ○ ○ － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ビスフェノール B の内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、エス

トロゲン様作用、抗アンドロゲン様作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、ステロイドホル

モン産生の抑制、ステロイドホルモン関連遺伝子の発現抑制、ライディッヒ細胞のアンドロゲン合

成阻害、ライディッヒ細胞の増殖促進及び成熟抑制、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用を示す

こと、試験管内試験の報告において、エストロゲン作用、抗エストロゲン作用、G蛋白質共役型エ

ストロゲン受容体(GPER)活性化作用、抗アンドロゲン作用、脂肪酸代謝亢進 PPAR β/δ結合阻害作

用を示すことが示唆された。 

 

(１)生態影響 

⚫ Li ら(2022)によって、ビスフェノール B (Sigma Aldrich、98%) 2.42、24.2、242μg/L (=0.01、0.1、

１μM、設定濃度)に Stage 45/46 (受精後４日目)から Stage 52 (初期生殖腺発達期)までばく露し

たアフリカツメガエル(Xenopus laevis)への影響が検討されている。その結果として、2.42μg/L

以上のばく露区で精巣細胞増殖率、生殖腺―中腎中 gonomere (雄特異的な細胞内形態の一種)

数の低値、生殖腺―中腎中 vtgb1 mRNA相対発現量の高値、2.42、24.2μg/L のばく露区で生殖

腺―中腎中 amh mRNA相対発現量、生殖腺―中腎中 sox9 mRNA相対発現量、生殖腺―中腎中

cyp17a1 mRNA相対発現量の低値、24.2μg/L 以上のばく露区で生殖腺―中腎中 cyp19a1 mRNA

相対発現量の高値、24.2μg/L のばく露区で生殖腺―中腎中 dmrt1 mRNA相対発現量の低値が認

められた。なお、生殖腺―中腎中 foxl2 mRNA相対発現量には影響は認められなかった。 

また、ビスフェノール B (Sigma Aldrich、98%) 2.42、24.2、242μg/L (=0.01、0.1、１μM、設

定濃度)に Stage 45/46 (受精後４日目)から Stage 66 (変態期)までばく露したアフリカツメガエ

ル(X. laevis)への影響が検討されている。その結果として、2.42μg/L以上のばく露区で生殖腺正

常個体率、生殖腺―中腎中 amh mRNA相対発現量、生殖腺―中腎中 sox9 mRNA相対発現量、

生殖腺―中腎中 dmrt1 mRNA相対発現量の低値、雄生殖腺相対長(対腎臓長)、生殖腺―中腎中

vtgb1 mRNA相対発現量の高値、2.42、24.2μg/L のばく露区で生殖腺―中腎中 foxl2 mRNA相対

発現量の低値、24.2μg/L 以上のばく露区で生殖腺―中腎中 cyp19a1 mRNA相対発現量の高値、

242μg/L のばく露区で精巣中精原細胞数の低値が認められた。なお、雌生殖腺相対長(対腎臓長)

には影響は認められなかった。 

また、ビスフェノール B (Sigma Aldrich、98%) 2.42、24.2、242μg/L (=0.01、0.1、１μM、設

定濃度)に Stage 45/46 (受精後４日目)から変態後１ヶ月目までばく露したアフリカツメガエル

(X. laevis)への影響が検討されている。その結果として、2.42μg/L 以上のばく露区で生殖腺正常

個体率の低値が認められた。 
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想定される作用メカニズム：エストロゲン様作用、抗アンドロゲン様作用 

なお、本試験結果の解釈にあたっては、Stage 45/46 から Stage 52 までばく露した試験におい

ては、陽性対照としてエストラジオール 10nM 区も設定し一層強い作用を確認している点、一

部の影響がエストロゲン受容体アンタゴニスト ICI 182980 100nM共存で減弱したとみなされ

る点に注意を要すると判断された。また、統計学的な検定において、雌雄それぞれの対照区と

の相対値を求めてから、雌雄混合している点に注意を要すると判断された。 

⚫ Yang ら(2021)によって、ビスフェノール B (J&K Scientific)１、10、100、1,000μg/L(設定濃度)

に受精後２時間から受精後 144時間までばく露したゼブラフィッシュ(Danio rerio)への影響が

検討されている。その結果として、10μg/L 以上のばく露区で行動試験における平均遊泳速度、

行動試験における総移動距離の低値、全身中トリヨードサイロニン濃度、全身中トリヨードサ

イロニン/サイロキシン濃度比の高値、100μg/L 以上のばく露区で孵化率、生存率の低値、奇形

率の高値、1,000μg/L のばく露区で全身中サイロキシン濃度の低値が認められた。 

また、視床下部－下垂体－甲状腺軸関連遺伝子 mRNA 相対発現量についても検討されてお

り、１μg/L 以上のばく露区で tshβ、trhの低値、dio1、dioi2、trhr1 の高値、10μg/L 以上のばく

露区で tg、ttr、thra の高値、100μg/L 以上のばく露区で thrβ の高値が認められた。なお、nis、

tshr には影響は認められなかった。 

また、神経発達関連遺伝子 mRNA 相対発現量についても検討されており、10μg/L 以上のば

く露区で α1-tubulin、myelin basic proten、syn2a、elavl3、zn5 の低値、100μg/L 以上のばく露区

で gap43の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用、高濃度では毒性 

 

(２)生殖影響 

⚫ Ijaz ら(2020)によって、ビスフェノール B(Santa Cruz Biotechnologies、99%) 0.05、0.5、５、

50mg/kg/day を 28日間腹腔内した成熟雌 SDラットへの影響が検討されている。その結果とし

て、0.05mg/kg/day 以上のばく露群で子宮絶対重量、卵巣中黄体数の低値、血漿中プロゲステ

ロン濃度の低値、0.5mg/kg/day 以上のばく露群で子宮相対重量、卵巣中カタラーゼ比活性の低

値、卵巣中閉塞卵胞数、卵巣中胞状卵胞直径の高値、0.5、５mg/kg/day のばく露群で卵巣中活

性酸素種濃度の高値、0.5、50mg/kg/dayのばく露群で血漿中エストラジオール濃度、卵巣中ス

ーパオキシドディスムターゼ比活性の低値、0.5mg/kg/day のばく露群で卵巣中卵胞顆粒高の低

値(50mg/kg/day 群では高値)、５mg/kg/day以上のばく露群で血漿中黄体形成ホルモン濃度の低

値、50mg/kg/dayのばく露群で両卵巣絶対重量、生殖腺体指数、血漿中卵胞刺激ホルモン濃度、

卵巣中胞状卵胞数の低値、血漿中テストステロン濃度、卵巣中過酸化脂質濃度、卵巣中黄体直

径の高値が認められた。なお、体重、増加体重、腎臓絶対重量、肝臓絶対重量、心臓絶対重量、

卵巣中ペルオキシダーゼ比活性、卵巣中排卵前卵胞数、卵胞膜高には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

⚫ Ullahら(2018)によって、ビスフェノール B(Santa Cruz Biotechnologies、99%)５、25、50mg/kg/day

を 70～80日齢から 28日間経口投与した雄 SDラットへの影響が検討されている。その結果と

して、５mg/kg/day以上のばく露群で血漿中テストステロン濃度、精巣中テストステロン濃度、

精巣中ペルオキシダーゼ比活性の低値、５、50mg/kg/day のばく露群で精巣中蛋白質濃度の低

値、25mg/kg/dayのばく露群で精巣中カタラーゼ比活性の低値、50mg/kg/day のばく露群で精細

管上皮厚の低値、精巣中過酸化脂質濃度、精巣中総活性酸素種濃度の高値が認められた。なお、

体重、左右精巣絶対重量、精巣中スーパオキシドディスムターゼ活性、精巣中精細管画像面積、
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精巣間質画像面積、精細管直径には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、ステロイドホルモン産

生の抑制 

なお、本試験結果の解釈にあたっては、動物入手及び投与開始時の日齢や投与量の記載に不

整合がある点に注意を要すると判断された。 

⚫ Li ら(2021a)によって、ビスフェノール B (東京化成、98.0%) 10、100、200mg/kg/day を 35日齢

から 56 日齢まで経口投与した雄 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、

10mg/kg/day 以上のばく露群で精巣中 CYP11A1 蛋白質発現量の低値、精巣中 SOX9 蛋白質発

現量の高値、100mg/kg/day 以上のばく露群で血清中テストステロン濃度、血清中卵胞刺激ホル

モン濃度の低値、精巣中 CYP11A1蛋白質発現ライディッヒ細胞数の高値、200mg/kg/dayのば

く露群で体重、精巣上体絶対重量、血清中黄体形成ホルモン濃度、精巣中 HSD11B1 蛋白質発

現量の低値、AKT1 キナーゼりん酸化率、AKT2 キナーゼりん酸化率、ERK1/2 キナーゼりん

酸化率の高値が認められた。なお、精巣絶対重量、血清中テストステロン/黄体形成ホルモン

濃度比、精巣中セルトリ細胞数、精巣中 HSD11B1 蛋白質発現ライディッヒ細胞数には影響は

認められなかった。 

また、精巣中ライディッヒ細胞関連遺伝子 mRNA 相対発現量についても検討されており、

100mg/kg/day 以上のばく露群で Cyp11a1、Hsd3b1 の低値、100mg/kg/day のばく露群で Srd5a1

の高値、200mg/kg/day のばく露群で Cyp17a1、Akr1c14、Nr5a1 の低値が認められた。なお、

Lhcgr、Scab1、Star、Hsd17b3、Hsd11b1、Insl3には影響は認められなかった。 

また、精巣中セルトリ細胞、抗酸化、細胞周期調節関連遺伝子 mRNA 相対発現量について

も検討されており、10mg/kg/day 以上のばく露群で Cdk2、Cdk4 の高値、100mg/kg/day 以上の

ばく露群で Fshr、Pdgfa、Sox9、Pcna の高値、200mg/kg/day のばく露群で Amhの低値、Ccnb1

の高値が認められた。なお、Dhh、Sod1、Sod2、Ppx1、Cat、Ccna2、Ccnd1、Cdk1 には影響は

認められなかった。 

また、精巣中ライディッヒ細胞関連蛋白質相対発現量についても検討されており、

10mg/kg/day 以上のばく露群で CYPA11A1、HSD3B1 の低値、200mg/kg/day のばく露群で

AKR1C14、HSD11B1 の低値が認められた。なお、LHCGR、SCARB1、STAR、SRD5A1 には

影響は認められなかった。 

また、精巣中セルトリ細胞、抗酸化、細胞周期調節関連についても検討されており、

10mg/kg/day以上のばく露群で PCNA、CDK2、CDK4の高値、100mg/kg/dayのばく露群で PDGFA、

FSHR、SOX9、CCNB1 の高値、200mg/kg/dayのばく露群で CDK1 が認められた。 

想定される作用メカニズム：ライディッヒ細胞のアンドロゲン合成阻害、ステロイドホルモ

ン関連遺伝子の発現抑制、ライディッヒ細胞の増殖促進及び成熟抑制、視床下部―下垂体―

生殖腺軸への作用、高用量では毒性 

⚫ Ullahら(2019)によって、ビスフェノール B (Sigma-Aldrich) 、0.005、0.025、0.05ppm (飲水中濃

度)を妊娠１日目から妊娠 21日目(出産１日目)まで飲水投与した SDラットへの影響(80日齢雄

仔動物について主に測定)が検討されている。その結果として、0.025ppm 以上のばく露群で精

巣中ペルオキシダーゼ比活性、精巣上体中精子数、精巣中精細管画像面積の低値、0.05ppmの

ばく露群で精嚢絶対重量、日毎精子産生数、精巣間質画像面積、精巣内腔画像面積、精細管直

径、血漿中テストステロン濃度、血漿中黄体形成ホルモン濃度、血漿中卵胞刺激ホルモン濃度、

精巣中精原細胞数、精巣中精母細胞数、精巣中精子細胞数、運動精子率、精巣中カタラーゼ比

活性、精巣中スーパオキシドディスムターゼ比活性の低値、精巣中過酸化脂質濃度、精巣中活
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性酸素種濃度、体重、精細管上皮厚、血漿中エストラジオール濃度の高値が認められた。なお、

包皮分離日(23 日齢以後観察)、左右精巣絶対重量、左右精巣上体絶対重量、前立腺絶対重量、

尿道球腺重量、球海綿体筋重量、脂肪体絶対重量、腎臓絶対重量、肝臓絶対重量、副腎絶対重

量、精巣上体尾への精子移行所要時間、精巣上皮画像面積、生存精子率、出産パラメータ(母

動物増加体重、同腹産仔数、新生仔雄性比、雄新生仔体重、雄新生仔肛門生殖突起間距離、雄

新生仔乳頭残留率には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 

(３)エストロゲン作用 

⚫ Yamasaki ら(2002)によって、ビスフェノール B (東京化成、99.8%)２、20、200mg/kg/dayを 20

日齢から３日間皮下投与した雌 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、

200mg/kg/dayのばく露群で子宮絶対重量の高値が認められた。 

また、ビスフェノール B (東京化成、99.8%)0.00001、0.0001、0.001、0.01、0.1、１、10μM(=0.00242、

0.0242、0.242、2.42、24.2、242、2,420μg/L)の濃度に 24時間ばく露した子宮頸がん細胞 HeLa229 

(ラットエストロゲン受容体を発現)によるレポータージーンアッセイ(エストロゲン応答配列

をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その

結果として、EC50値 0.1674μM(=40.6μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導が認められた。 

⚫ Durcikら(2022)によって、ビスフェノールB (Fluorochem、98%) 0.01、0.1、0.5、１、５、10μM(=2.42、

24.2、121、242、1,210、2,420μg/L)の濃度に 24時間ばく露したヒト子宮頸がん細胞 HeLa 9903 

(ヒトエストロゲン受容体 α を発現)によるレポータージーンアッセイ(エストロゲン応答配列

をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その

結果として、EC50値 0.31μM(=75μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導が認められた。 

⚫ Pelch ら(2019)によって、ビスフェノール B (TCI America、99.8%) 0.003、0.01、0.03、0.1、0.3、

１、３、10μM(=0.727、2.42、7.27、24.2、72.7、242、727、2,420μg/L)の濃度に 18 時間ばく露

したヒト肝臓がん細胞 HepG2 (ヒトエストロゲン受容体 α を発現)によるレポータージーンア

ッセイ(エストロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現

誘導)が検討されている。その結果として、EC50値 0.32μM(=76μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発

現誘導が認められた。 

また、ビスフェノール B(TCI America、99.8%)0.003、0.01、0.03、0.1、0.3、１、３、10μM(=0.727、

2.42、7.27、24.2、72.7、242、727、2,420μg/L)の濃度に 18 時間ばく露したヒト肝臓がん細胞

HepG2 (ヒトエストロゲン受容体βを発現)によるレポータージーンアッセイ(エストロゲン応

答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている

が、ルシフェラーゼ発現誘導は認められなかった。 

⚫ Liu ら(2021)によって、ビスフェノール B (Research Biochemicals International、98%) 0.00001～

10μM(=0.00242～2,420μg/L)の濃度に 24時間ばく露したヒト子宮頸が細胞 HeLa (ヒトエストロ

ゲン受容体 αを発現)によるレポータージーンアッセイ(エストロゲン応答配列をもつレポータ

ー遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、EC50

値 0.332μM(=80.4μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導が認められた。 

また、ビスフェノール B (Research Biochemicals International、98%) 0.00001～10μM(=0.00242

～2,420μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したヒト子宮頸が細胞 HeLa (ヒトエストロゲン受容体 β

を発現)によるレポータージーンアッセイ(エストロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導

入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されているが、ルシフェラーゼ発現誘導は認
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められなかった。 

⚫ Pisapiaら(2012)によって、ビスフェノール B(Sigma-Aldrich) 10μM(=2,420μg/L)の濃度に 96時間

ばく露したヒト乳がん細胞 MCF-7 による細胞増殖試験が検討されている。その結果として、

細胞増殖誘導が認められた。 

 

(４)エストロゲン作用又は抗エストロゲン作用 

⚫ Liu ら(2021)によって、ビスフェノール B (Research Biochemicals International、98%)のエストロ

ゲン受容体βリガンド結合ドメインによる17β-エストラジオール１nMに対する結合阻害(競合

結合)試験が検討されている。その結果として、IC50値 0.0752μM(=18.2μg/L)の濃度で結合阻害

が認められた。 

また、ビスフェノール B (Research Biochemicals International、98%)のエストロゲン受容体 α

リガンド結合ドメインによる 17β-エストラジオール１nM に対する結合阻害(競合結合)試験が

検討されている。その結果として、IC50値 0.214μM(=51.9μg/L)の濃度で結合阻害が認められた。 

なお、本試験結果の解釈にあたっては、測定濃度範囲を含む測定データの提示がない点に注

意を要すると判断された。 

⚫ Caoら(2017)によって、ビスフェノール B (J＆K Scientific、98%)0.001、0.01、0.1、１、10μM(=0.242、

2.42、24.2、242、2,420μg/L)の濃度で G 蛋白質共役型エストロゲン受容体 (GPER: G 

protein-coupled estrogen receptor)による 17β-エストラジオール 50nM に対する結合阻害(競合結

合)試験が検討されている。その結果として、IC50値 3.3μM(=800μg/L)の濃度で結合阻害が認め

られた。 

 

(５)抗エストロゲン作用 

⚫ Liu ら(2021)によって、ビスフェノール B (Research Biochemicals International、98%) 0.00001～

10μM(=0.00242～2,420μg/L)の濃度に 24時間ばく露(17β-エストラジオール 10nM共存下)したヒ

ト子宮頸が細胞HeLa (ヒトエストロゲン受容体 βを発現)によるレポータージーンアッセイ(エ

ストロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検

討されている。その結果として、IC50値 0.630μM(=153μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導

の阻害が認められた。 

 

(６)抗アンドロゲン作用 

⚫ Pelch ら(2019)によって、ビスフェノール B (TCI America、99.8%) 0.003、0.01、0.03、0.1、0.3、

１、３、10μM(=0.727、2.42、7.27、24.2、72.7、242、727、2,420μg/L)の濃度に 18時間ばく露(テ

ストステロン１nM 共存下)したヒト乳がん細胞 MDA-kb2 (アンドロゲン受容体を発現)による

レポータージーンアッセイ(アンドロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いた

ルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、IC50値 1.4μM(=340μg/L)の濃度

でルシフェラーゼ発現誘導の阻害が認められた。 

 

(７)ヒト乳がん細胞への影響 

⚫ Caoら(2017)によって、ビスフェノール B (J＆K Scientific、98%)0.001、0.01、0.1、１、10μM(=0.242、

2.42、24.2、242、2,420μg/L)の濃度に 48時間ばく露したヒト乳がん細胞 SKBR3 への影響が検

討されている。その結果として、0.01μM(=2.42μg/L)以上の濃度区で cAMP 産生量、細胞内カ

ルシウム動員(calcium mobilization)率の高値が認められた。 
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また、ビスフェノール B (J＆K Scientific、98%)0.001、0.01、0.1、１、10μM(=0.242、2.42、

24.2、242、2,420μg/L)の濃度に 24時間ばく露したヒト乳がん細胞 SKBR3 への影響が検討され

ている。その結果として、0.1μM(=24.2μg/L)以上の濃度区で創傷治癒アッセイ及びボイデンチ

ャンバーアッセイ(wound-healing and Boyden chamber assay)における細胞移動率の高値が認め

られた。 

なお、１μM(=242μg/L) ビスフェノール B によるこれらの影響は、G蛋白質共役型エストロ

ゲン受容体(GPER: G protein-coupled estrogen receptor)選択的阻害剤 G15 10μM 共存下で抑制さ

れた。 

想定される作用メカニズム：G蛋白質共役型エストロゲン受容体(GPER)活性化作用 

 

(８)マウス卵母細胞への影響 

⚫ Zhang ら(2020)によって、ビスフェノール B(Aladdin) 50、100、150、200μM(=12,100、24,200、

36,300、148,500μg/L)の濃度に 14 時間ばく露したマウス卵母細胞(３～４週齢雌 Kunming マウ

ス由来)への影響が検討されている。その結果として、100μM(=24,200μg/L)以上の濃度区で第

一極体放出(PBE: polar body extrusion)率の低値が認められた。 

また、ビスフェノール B(Aladdin) 150μM(=36,300μg/L)の濃度に 14時間ばく露したマウス卵

母細胞(３～４週齢雌 Kunming マウス由来)への影響が検討されている。その結果として、細胞

周期における第二減数分裂期中期(MII: meiosis II)存在率の低値、細胞周期における卵核胞崩壊

期(GVBD: germinal vesicle breakdown)存在率、細胞周期における第一減数分裂期中期(MI: 

meiosis I)存在率の高値が認められた。 

また、ビスフェノール B(Aladdin) 150μM(=36,300μg/L)の濃度に８時間ばく露したマウス卵母

細胞(３～４週齢雌 Kunming マウス由来、卵核胞崩壊期)への影響が検討されている。その結果

として、紡錘体異常率、染色体整列異常率、損傷 DNA発生量、アセチル化チューブリン発現

量、エストロゲン受容体 α蛋白質発現量、リジン 27トリメチル化ヒストン H3 (H3K27me3)発

現量、リジン 9トリメチル化ヒストン H3 (H3K9me3)発現量の高値が認められた。なお、活性

酸素種発生量、ATP 含有量には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：エストロゲン様作用、卵発生毒性 

 

(９)ペルオキシソーム増殖因子活性化受容体への影響 

⚫ Li ら(2021b)によって、ビスフェノール B (J＆K Scientific、98%) 0.1、１、10、25、50μM(=24.2、

242、2,420、6,060、12,100μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したヒト肝臓細胞 HL-770 への影響(ペ

ルオキシソーム増殖因子活性化受容体 PPAR β/δ標的遺伝子発現)が検討されている。その結果

として、0.1μM(=24.2μg/L)以上の濃度で ANGPTL4 (angiopoietin like 4) mRNA 相対発現量の高値、

25μM(=6,060μg/L)以上の濃度で PDK4 (pyruvate dehydrogenase kinase 4) mRNA 相対発現量の高

値が認められた。 

また、ビスフェノール B (J＆K Scientific、98%) 0.1、１、10、25、50μM(=24.2、242、2,420、

6,060、12,100μg/L)の濃度に 24時間ばく露したヒト胎児腎臓由来細胞 HEC293 (PPAR β/δを発

現)によるレポータージーンアッセイ(PPAR β/δ 応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を

用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、25μM(=6,060μg/L)以上

の濃度でルシフェラーゼ発現誘導が認められた。 

また、ビスフェノール B (J＆K Scientific、98%) 0.5、１、2.5、５、10、25、50、100、250、

500μM(=121、242、606、1,210、2,420、6,060、12,100、24,200、60,600、121,000μg/L)の濃度で
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PPAR β/δリガンド結合ドメインによる蛍光プローブ標識 Dex-fl 10nM に対する結合阻害(競合

結合)試験が検討されている。その結果として、IC20 値 311μM(=75,400μg/L)の濃度で結合阻害

が認められた。 

想定される作用メカニズム：脂肪酸代謝亢進、PPAR β/δ結合阻害作用 
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